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大阪市大正区における沖縄シャーマニズムの変容
―“カミゴト”と呼ばれる宗教実践の事例から―

登 尾　紗 帆

キーワード：シャーマニズム／沖縄出身者／カミゴト

1．はじめに

琉球・沖縄文化圏において、ユタ1）　と呼ばれるシャーマン2）　（民間巫者）

の存在が知られている。沖縄社会におけるユタは、神霊や祖先霊など超自然

的な存在との交信にもとづいて、家庭や親族関係あるいは身体の不調などさ

まざまな問題について判断を下して助言を与えたり、呪術的な儀礼を行って

対処したりすることのできる特殊な能力者であると見なされている。

ユタは基本的にその大半が中高年の女性であるとされているが、ごく一般

的な社会生活・家庭生活を送ってきた彼女たちがシャーマンとして巫業を営

むようになるまでには、ある種の定型的なプロセスが存在するといわれてい

る。彼女らはまず病気や経済的な困難、親族や配偶者との不和というような

人生における危機的状態に直面し、それに伴って「カミダーリィ」3）と呼ばれ

る、神によって引き起こされると認識されている心身の不調（巫病）を経験

する。そしてそれを克服するために先輩ユタの指導のもとで「カミゴト（神

事）」の修行を積むなかで、しだいにカミダーリィ状態から回復して心身の

安定を取り戻す。そのうち周囲の人々からユタとしての能力を認められるよ

うになり、一人前のシャーマンとして独り立ち（成巫）していく。

ユタのようなシャーマンによって担われる宗教・信仰の形態（シャーマニ

ズム）は、過去の現象として論じられがちな対象であるが、ユタは沖縄の社

会において今なお一定の役割を果たし続けており、その存在は沖縄文化の特
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質の一端を担っているといってもよい。ユタをはじめとする沖縄のシャーマ

ンは、民俗学の分野を中心としながらも分野横断的に多様な視点から論じら

れてきた対象である4）　が、これまで多くの研究者が沖縄でユタに対する調査

を試みてきた一方で、この主題について、沖縄から他地域への移住者および

その子孫を対象とした研究はいまだ十分に行われてきたとはいいがたい。大

橋［1998］や森［2002］らの先行研究5）　が、沖縄から遠く離れた土地にお

いて、沖縄固有のシャーマニズムの形態やその信仰世界を継承する「ユタ」

が出現しうる状況を明らかにしてきた程度である。

ユタとして生きることは沖縄においてなお特異な経験であるが、そうした

経験が沖縄以外の土地で持たれる場合、当人にとってその経験はさらに異な

る背景や意味を持って受け止められるものだと考えられる。沖縄という土地

が日本および海外の各地に多数の移住者・移民を輩出してきた歴史を鑑みれ

ば、沖縄出身者やその子孫たちが移住先の土地で持つ沖縄シャーマニズム的

な経験や実践に対しても、これまで以上に関心をもって調査の手が入れられ

るべきであろう。

本稿では、沖縄にルーツを持つ大阪在住の母娘の事例を取り上げる。筆者

は2018年6月2日、9月9日、2019年7月7日の三回にわたって、比嘉良枝さん、

比嘉直子さん（両者ともに仮名）に対して合計四時間ほどの聞き取りを行っ

た。良枝さんと直子さんは戦後大阪に出稼ぎにやってきた沖縄出身者の子孫

にあたり、両者ともにカミダーリィ的な心身の異常を経験し、「神」6）と想定

する存在とのかかわりや交渉のなかに生きることになった人物である。母親

の良枝さんはある人物に師事して沖縄の霊地を訪ね歩く「カミゴト」修行を、

また娘の直子さんは「一応は、ユタとして」依頼者からの霊的な相談に応じ

るというシャーマンもしくはスピリチュアル・セラピスト的な活動を行うな

ど、さまざまな宗教実践を試みている。それらの実践は、ユタを中心とする

沖縄シャーマニズム世界との連続性を持つ一方で、それが本土で行われる際

に生じる必要性のレベルで改変を迫られたものである。

沖縄にルーツを持つ個人が沖縄以外の土地で何らかのカミダーリィ的な心
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身の異常を経験し、カミゴトを受容することによってその状態からの回復を

図るとき、そこではどのような経験が持たれることになり、どのような実践

の可能性が出現するといえるか。本稿ではこの母娘の語りを手がかりに、世

代間で生じる経験や認識の差異についても注目しつつ、上記の問いについて

考察を試みたい。

2．母娘のライフ・ヒストリー

本稿で考察の対象として取り上げる比嘉母娘は、母親の良枝さんが1952

（昭和27）年、娘の直子さんが1975年の生まれであり、両者ともに大阪市大

正区の出身である。

大阪市大正区は、沖縄出身者とその子孫が多く暮らす土地として知られて

いる。大阪港に面し、区の三方を河川と運河に囲まれた大正区は近世から大

阪の重要な港として知られた地域であり、近代に入ると1883年三軒家地区

にて創業した大阪紡績が業績を伸ばし、紡績業を中心に各種工業が集まった

大正区は臨海工業地帯として発展した［大阪都市協会 1983：22］。地方から

多くの労働者が訪れるようになった大正区には、沖縄からも多くの人々が出

稼ぎを目的に流入7）　し、しだいに北恩加島や小林のような港湾沿いの低湿地

帯8）　に「沖縄スラム」と呼ばれる集住地区を形成するに至った［上地 2007：

1］。戦後、都市復興事業の一環として実施された土地区画整理事業9）　の進行

に伴い、沖縄出身者たちの居住地はしだいに区内の他地域や区外の他地域に

分散したが、大正区が本土において最大の沖縄出身者やその子孫の集住地で

ある状況は現在においても変わらない。大正区では住民のうちおよそ四人に

ひとりが沖縄にルーツを持つといわれており、沖縄料理店や沖縄物産店が立

ち並ぶその独特の街並みは「沖縄タウン」「リトル・オキナワ」と呼ばれる

ほどである。

比嘉母娘の家族が大正区に移住・定着した経緯もまた、大正区がたどった

歴史と深く関連している。沖縄から大正区に移入したのは良枝さんにとって
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の父母、直子さんにとっての祖父母にあたる世代のことであるが、彼らが大

阪に渡った目的もやはり出稼ぎであったという。良枝さんの父親は沖縄戦 

で腕を負傷し、沖縄で農業に従事することができなくなったために大阪に

渡った人物であり、同じく沖縄出身の女性と大正区で家庭を持った。良枝 

さんの母親は「なんか親に捨てられて」「親の愛情知らんで育ってきたみた

いな」恵まれない生い立ちを持つ人物で、やはり大阪に出てきていたところ

で良枝さんの父親と出会ったという。彼らは当時同区内でももっとも沖縄 

出身者が多く居住していた北恩加島で生活を始め、良枝さんもそこで1952

年に誕生するが、一家は良枝さんがまだ幼いうちに南恩加島へと転居して 

いる 10）。

「子どものときは……あんまりいい思い出がない」と語る良枝さんは、自

分は幼い頃から人とは異なる感覚を持つ、「誰かと常に、見えない人としゃ

べってたみたいな」子どもであったようである。そのためもあってか特に母

親との関係が悪かったといい、当時の状況を「やっぱり、親に気持ち悪がら

れてきたから。いじめみたいなもんや」と振り返る。当時大正区に沖縄から

移り住んできた人々のなかには、ユタ的な能力にすぐれた「カミゴトをする

人」もおり11）、そのうちのひとりからカミゴトをしなければならないと言われ

たこともあったが、母親は良枝さんを受け入れず、否定するばかりで 

あったという。

その母親は良枝さんが中学校を卒業してすぐ癌で倒れ、早世する。「悪い

けど、ほっとした」という良枝さんは、学校を卒業したのち二十歳の時（1972

年）に沖縄出身の男性と結婚し、大正区・泉尾で生活を始める。しかしな

がら、良枝さんと夫との結婚生活は決して円満なものとはいえなかった。夫

とのあいだには三人の子どもを授かったが、子どもたちはそれぞれにアト

ピー性皮膚炎を持っているなど病弱であった。夫は病院のつきそいをはじ

めとする育児に対して非協力的で、経済的にも余裕がないなか、良枝さん

はひとりで子どもたちをつれてあちこちの病院を回らなければならなかっ

たという。
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あまりに子どもの病気が続くことに悩んだ良枝さんは、この時期ユタと思

われる人物のもとを訪ねたこともある。そこではふたたび良枝さんがカミゴ

トをせねばならないことが告げられ、また現状それが果たされていないため

に子どもの病気が引き起こされているとの説明を受けたという。しかしなが

ら、経済的な困難があったことに加えて夫からもカミゴトに対する理解は得

られず、ユタの指示に逆らってカミゴトを拒否することになる。良枝さんは

この時期、精神的にきわめて不安定な状態に陥っているなかでしだいに自殺

を考えるようになり、幼い子どもを残して死ねないという思いから子どもた

ちの首に手をかけるほど追い詰められていたという。

良枝さんの三人の子どもたちのなかでも、特に体が弱く病気がちだったの

が1975年に生まれた長女の直子さんであった。直子さんには出生時に心臓

の異常が発見されたことにはじまり、喘息やアレルギー、アトピー性皮膚炎

など多くの持病があったほか、中学校の卒業前後（1990年）には体内に腫

瘍が見つかって入院・手術を経験するなど、成人するまでの年月を通じてさ

まざまな疾患に悩まされていた。良枝さん同様幼少期から霊的なことに対す

る感受性が強く、保育園の医務室の窓からそこにいないはずの子どもの姿を

見たと語って保育士から精神鑑定を受けるように勧められたり、入院中の病

室で壁から出入りする人々と会話ができると発言して良枝さんを驚かせたり

と特異な体験を繰り返していたという。

直子さんは高校を卒業して働き始めるが、二十歳のとき（1995年）に癲

癇のような発作で急に倒れてしまうという出来事を経験する。この症状は医

療機関を受診しても原因が判明しないままそれ以後もたびたび現れるように

なり、直子さんが二十代の後半にさしかかるころまで一、二年に一回ほどの

頻度で断続的に現れた。長女を出産した二十七、八歳頃（2002～03年）を

境にようやく沈静化していったが、その一方「病気と入れかわりで」、霊的

な存在・領域に対する感応力はしだいに強まっていったという。出産を経験

した一、二年後（2004～05年）には、直子さんは自身が生まれる前にすで

に故人となっていた母方の祖母が夢に現れ、語りかけてくるという体験をす
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る。その出来事以降、直子さんの「霊感」は「全部がぶわーって見えだして」

というほど強くなってはまた弱くなったりと、不安定な状態がしばらく続く

ことになる。

それとほぼ同時期、良枝さんには、「自分が急に暴れたり」「わけわからん

くなったり」というような異常な心身状態が現れるようになっていたという。

それまでの良枝さんは、直子さんら子どもたちが幼い頃から不信感を募らせ

続けた夫と三十九歳のとき（1991年）に離婚を成立させており、その後十

年間ほどは新たなパートナーの男性と巡り会って大正区を離れたり、男性と

破局したのち高齢になった父親を看取るために大正区に戻ってきたりと、起

伏の激しい年月を過ごしていたようである。良枝さんを突如襲った心身の異

常は、「何人かに押さえつけられてるけど、みんな跳ね飛ばす」ほどの激し

い錯乱状態を伴うものであったという。

そのような不調が三年ほど続いた頃（2007～08年頃）、良枝さんはついに、

やはり大阪で暮らしているある沖縄出身の女性に師事して、カミゴトの修行

を行うことを決意する。「神棚」を祀ったり沖縄の霊地をまわったりという

この修行は、三年間ほど金銭を費やして継続したものの良枝さんの体調回復

にはつながらず、祀った「神」についても違和感の残る結果となった。師事

していた人物との関係も最終的には決裂し、師弟関係を解消することになっ

たという。

それと前後して（2010年頃）、良枝さんの妹が癌を発症する。泊まり込み

で妹に付き添い看病をするなか、良枝さんは妹の回復を祈願してカミゴトを

再開することを決める。またその頃は、直子さんの「霊感」が、ふたたび強

くなりはじめた時期でもあったため、良枝さんは直子さんにも意見を求めつ

つ独自の判断のもとで新たな「神棚」を用意して祀ったという。

その後良枝さんの妹の病状は奇跡的に回復し、良枝さん自身も心身ともに

ようやく安定を得ることができた。現在は直子さんをはじめとする子どもた

ちと頻繁に行き来しつつ、孫の世話や趣味などで充実した日々を送っている

ようであり、年来の苦悩からおおかた解放されている状況がうかがえる。一
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方自身の「霊感」が不安定な年月が長く続いていた直子さんは、「自分がほ

んまにカミゴトっていうのをしないといけないのか」と悩み、当時沖縄から

大阪に出てきていたユタのもとへ二度ほど助言をもらいに行ったが、2017 

（平成29）年頃「いちばんきつく、神様がぼんって」現れたという経験をきっ

かけに、自身でもカミゴトを始めることを決意した。良枝さんのように先輩

ユタに師事した経験はないが、現在は独自のカミゴト修行を実践しつつ、そ

れと並行して依頼者の求めに応じて霊的な相談にのるという活動を「一応は、

ユタとして」行っているという。

3．比嘉母娘のカミゴト実践と語り

本節では、比嘉母娘がこれまでに実践してきたカミゴトの内容について詳

細に検討していきたい。先に述べてきたとおり、比嘉母娘は両者ともに心身

および知覚の異常というカミダーリィ的な状態を経験したのち、カミゴトを

受容し実践するに至ったという経歴を持つ。しかしその実践に対する意識や

態度、またそれを実際に行うときの具体的方法は、母親の良枝さんと娘の直

子さんのあいだで大きな差異が生じているといえる。その違いがもっとも端

的に表れている例として、ここでは両者がカミゴトのために自宅に設置して

いるという「神棚」について取り上げる。

ここで比嘉母娘が「神棚」と呼んでいるものは、日本本土で一般に知られ

ている神棚とは別種のものであると考えられる。沖縄のユタは巫業を営むた

めに自宅に祭壇を設置する場合が多く、その祭壇は『沖縄民俗辞典』［2008：

538］によれば「クロトンの枝葉を生けた花瓶数個と盛り塩・水・香炉とい

う簡単なものから、中央に千手観音像や神鏡、本土の諸神像を配し、注連縄

を張った複雑なものまである」という。良枝さんはもともと以前師事してい

た人物の指導のもとで「神棚」を自宅に設置したが、直子さんがそれについ

て「ここに、お不動さんと、千手観音さんとを一対で並べて、で、そっから

お供えもんから全部して、っていうやつ」と説明していることから推測する
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に、それは『沖縄民俗辞典』に述べられている祭壇の後者に近い、ある程度

費用のかかる格式張ったものだったのであろう。

良枝さんは、このような「神棚」を設置してその祭祀を維持していくこと

には大きな負担があったと述べている。それは「神棚」を設置する最初の段

階で仏像や神像を購入しなければならないという金銭面での負担であること

はもちろん、大正区のように沖縄から距離的に隔たった場所において沖縄固

有の儀礼を行う際に生じる別種の負担でもあったという。良枝さんは、大正

区においてカミゴトや沖縄の伝統的祭祀に必要な品物や特に食材12）　を揃える

ことがしだいに困難になっている状況があるとして次のように述べる。

「自分らは沖縄（出身者の子孫）13）　やし先祖ごともある程度はやってたけ

ど、今、もうそういう食材がないねん。扱ってる店（の店主）が……年

（とって）。じいちゃんばあちゃん。（略）今も（店が）何軒か潰れていっ

てるから、あんまり入ってこおへん」（2019年7月7日）

かつて大正区内には、平尾の商店街を中心に沖縄物産店が数多く立ち並ん

でおり14）、沖縄の親類・知人とのネットワークを持つ一世の経営者が多くの物

品を沖縄から卸して販売していたという。その頃はまだ大正区で沖縄の物品

を入手することは比較的容易であったが、一世の人々がリタイアし、商店街

自体も衰退していくという近年の状況に伴って、沖縄の品物や食材を扱う店

舗が減少しているというのである。

一世の人々の高齢化・減少が進行していくこうした状況は、大正区におい

て、沖縄の伝統的なしきたりどおりの儀礼を継承していくことが時とともに

困難になっていく現実と避けがたく結びついているといえよう。良枝さんは、

「大正区も今度、沖縄の一世じゃなくって、二世、三世、また、四世の世代」

として、「だからほんとうの沖縄っていうのがやっぱり薄れてきてる」と述

べている。

良枝さんは、こうした大正区の現状に反して沖縄で行われているとおりの
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儀礼を執り行うことを要請されることに、大きな重圧を感じていたようであ

る。

「できひんことをああしなさいこうしなさい言われて、しんどくなるじゃ

ないですか。お金がかかることにしろ、ない食材を揃えるにして何する

にしたって」（2019年7月7日）

「私らは親の教えが百やったから。逆らうことができなかったから、あ

あせえって言われたらハイって言ってそれをやらなあかん。カミゴトも

そう。カミゴトもやりなさいああしなさいこうしなさいこれとこれと、

揃えて、こうこうこうで、って言われたって、無理！って私は叫びたい」

（2019年7月7日）

伝統的に“正統”な知識を伝授されてもそのとおりには実践できないとい

う状況に対し、良枝さんは「よけいしんどくなったし、どうしていいかわか

れへん。逆らったらどないなんの？って」として、知識を与えられているこ

とでかえって不安をあおられる状況があったと振り返っている。

一方で、三世の世代にあたる娘の直子さんは、一世の人々が大正区におい

てかろうじて維持していたものが失われていく過渡期を間近に目撃した良枝

さんよりも、さらに沖縄の文化や伝統から隔絶された環境に置かれてきた 

世代である。伝統的な儀礼を執行するうえでのしきたりについて自分たちの

世代は「もうわかんないと思う」と述べる一方で、知識を受け継ぐことに 

関しては「よけいにそれがいいのか悪いのかっていうところもあると思う」

と語るなど、カミゴトをはじめとする沖縄的宗教実践における伝統という 

ものに対して、良枝さんとはまた異なる姿勢を持って臨んでいるようである。

直子さんはかつて独自の「神棚」祭祀を考案して良枝さんに勧めているが、

このとき直子さんが考え出した「神棚」とは、インターネットから探し出し

た仏像の画像をプリントアウトして飾るだけのきわめて簡易的なものであっ
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たという。

直子さんは、「言うたら、昔のかたちに囚われる？っていうのは、あたしは、

しない」として、次のように語った。

「昔は、こんなんやから、これを引き継いでいけって言われたところで、

それってやったからってじゃあどうなるのっていう。気持ちでええや

んって。言うたらそれをやって気持ちがなかったら、それは（伝統とは）

違うことをやって、気持ちがあったら（そのほうがいい）って。だから

ほんまに、あたしのなかでは気持ち。神を敬う気持ち。いつもありがと

うって感謝の気持ち」（2019年7月7日）

「日常やってることほど気持ちが伝わることってないし、普段、日頃か

ら使い慣れてる言葉ありがとうありがとうって、自分がほんまにありが

とうございますって言う言葉と、沖縄の方言でにふぇーでーびるに

ふぇーでーびるって言って、なんか、どっちの言葉で言い慣れて、どっ

ちで感謝して言うてるんかなって思ったら、知らん言葉でにふぇーでー

びるーって言うたところで伝わってるんかなとか思うし、そしたら日頃

からありがとうございますって言うことが、日頃からほんとにやってる

ことを、気持ちで、表してる。私はだからそれをしていくって。私は、

自分のやり方でちゃんと、やっていこうと思ってるし、感謝もちゃんと

するって。だから昔のことをしなさいとか、言われてもしませんよって。

できませんよって」（2019年7月7日）

上の直子さんの語りにおいては、伝統に則した形式よりも「神を敬う気持

ち」「いつもありがとうって感謝の気持ち」を重視する姿勢がとられている。

直子さんにとって沖縄の伝統はすでに「昔のこと」であり、大阪における実

際の生活感覚にまったく沿わない、従ったところで「気持ちがない」ものに

なっているのである。また、この「気持ち」さえ「神」に伝わるのであれば、
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既存の規範に従って高価な「神棚」や特別な供え物を用意する必要はないと

いう。

「見えないものに対して、モノ、見えるモノって、仏壇とかもそうやけど、

あたしは別にいらないなって思ってる。自分の気持ちさえありがとうが

あれば。ただ単に、気持ちを紛らわすために、見えるモノを置く。だか

ら神棚も、気持ちを紛らわすために見えるモノを置いて、自分の納得感。

ただそれだけやと思ってるから」（2019年7月7日）

「（高価な「神棚」を設置したうえで）月々の行事ごとや何やってなった

ら、お供えもんもがーってして、もう、（費用の負担が）どんなやねんっ

て。それは自分を苦しめてのお供えもん。（略）りんごひとつにしたって、

自分が一生懸命働いて、今日はこれしかないけど、って、ほんとうにい

つもありがとうございますって感謝して、それを置くんか、他にいっぱ

い借金抱えて、今日は肉こんなにありますよって、はあしんど、神さん

もほんまやめてえやって、手を合わせて、するんか。どっちが神様は喜

びますかって言う。あたしはね」（2019年7月7日）

直子さんのこのような方法論のもとで、「神棚」で神を祀るという実践の

内容は、より容易かつ安価な方法へと作り替えられていくことになった。

良枝さんは、以前設置した「神棚」に替えて直子さんの助言のもとで上記

のような「神棚」祭祀を行うようになったことについて、以前師事していた

人物から非難を受けているとして、そこには今でも葛藤があると述べる。し

かしその一方で、「（直子さんが考案した「神棚」は）お金かからへんから、楽」

「前はちゃんとした神さん祀ってたけど、なかなかこれできひん。でも今は、

プリントアウトされたやつやけど、ありがとうって、ちゃんとできるもん」

とも語っている。直子さんから伝統を重視しない新たな価値観と実践方法が

提示され、金銭面の負担からも解放されたことによって、「神棚」を祀ると
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いう行為自体を肯定的に受け入れられるようになった様子がうかがえる。

4．おわりに

本稿では、大阪市大正区出身の比嘉母娘の語りを通じて、沖縄から遠く離

れた土地においてユタに類似する人生経験が持たれ、カミゴトの実践が試み

られるという事例について検討してきた。ここまで見てきたように、比嘉母

娘はそれぞれに大阪という沖縄から遠く離れた土地において錯乱状態や幻

視、幻聴というような心身の異常状態を経験し、葛藤を経たのちに最終的に

はカミゴトを受容・実践するに至った人物である。両者は一般の人とは大き

く異なるものとなってしまった自らの経験を、自身のルーツである沖縄に固

有のシャーマニズム世界の枠組みの内部に位置づけ、解釈し、理解しようと

試みてきた。カミゴトの実践は、その文脈においては自身に生じた異常状態

への克服手段として選択されているといえる。

母親の良枝さんは沖縄出身のユタと思われる人物と師弟関係を結んでカミ

ゴト修行を積んだが、最終的には挫折してユタ／シャーマンとして成巫する

には至らなかった。それに対して娘の直子さんは先輩ユタに師事した経験を

持たず、カミゴトや沖縄的宗教儀礼に関する知識からもより隔絶された状況

にあるなかで、「一応は、ユタとして」依頼に応じて霊的な相談を引き受け

るという、いわゆる成巫の段階にまで到達したという点で、良枝さんとは対

照的であるといえるだろう。

比嘉母娘のライフ・ヒストリーのうち、特に良枝さんのものは母親と良好

な関係を築けなかった幼少期に端を発して、夫との不和、育児における孤独

など苦悩の連続といえるものである。カミゴトは幾度となくそうした危機的

状況からの回復の手立てとしてユタから良枝さんに提示されるが、良枝さん

は金銭面の問題や夫の無理解などの要因から長い年月にわたってカミゴトを

拒否し続けた。五十代にさしかかり、意思に反して体が暴れるというカミダー

リィ的な心身の異常を経験してようやくカミゴトを受け入れるに至るが、カ
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ミゴトを行ううえでの費用の負担や沖縄から離れた土地ゆえに生じる実践上

の困難などから、さらなる苦悩が続くのである。

その一方で娘の直子さんは、「見えないものがみえる」「死んだ人の声が聞

こえる」というカミダーリィ的な経験ののちにカミゴトを受容したという点

で良枝さんと共通する経緯を持つものの、カミゴトを実践するうえでの意識

や姿勢そのものは良枝さんとは大きく異なっているといえる。直子さんは、

沖縄で従来行われている方法や慣習が自分たちの世代にはすでに受け継がれ

ていないという認識を持ちつつも、伝統の維持や復興に固執することなく、

容易かつ安価な実践方法を自ら発案し、実践している。また同時にそれを支

える新たな方法論や価値観を生み出すことで、良枝さんにとって重荷となっ

ていた、伝統的な形式で儀礼を実践しえないことへの葛藤を回避しながらカ

ミゴトに向き合っているのである。　

母娘間でこのような差異が現れる要因として、第一に世代間の差という要

素が考えられる。一世の人々が実践する伝統的な方法に身近に触れながら、

それが失われていく過渡期を目撃した世代である良枝さんと、そうした知識

の継承がすでに十分になされ得なくなった世代の直子さんとでは、沖縄的宗

教儀礼の伝統に対する感覚に差異が生じているのである。良枝さんが一世の

人々からある程度の知識を伝授され、しきたりどおりの実践を求められるこ

とを重圧と感じつつも逆らうことができなかったのに対し、直子さんは知識

を十分に受け継ぐことのできない環境に置かれていることでかえって既存の

枠組みから解放された状態にあったと考えられる。それゆえに形式にとらわ

れない自由かつ柔軟な発想を展開して、独自のカミゴト実践を生み出すこと

が可能だったのである。

また、良枝さんが直子さんの考案したカミゴト実践の方法を取り入れた結

果、伝統の強制という抑圧から解放されて以前より肯定的にカミゴトに向き

合えるようになっている点も見逃すことができない。人生の危機を克服して

ユタとして成巫していくまでの過程において求められる、さまざまな費用や

しきたりの強制が当人にとって重圧になりうる状況は間違いなく存在してい
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る。そうした状況は、沖縄において正統とされるやり方が実践困難な他地域

においてはより深刻な問題として、カミゴトに臨む個人の前に現れてくるこ

とになるだろう。良枝さんを長く苦しませたものも、カミゴトをせねばなら

ないというユタからのたび重なる勧告と、またそれに反してさまざまな要因

からカミゴトあるいは伝統的に“正統”なやりかたでのその実践が妨げられ

ている状況であったと考えられる。それに対して直子さんが発案した簡易な

実践方法は、伝統をあらかじめ放棄することで、カミゴトが他地域で実践さ

れるうえで生じる困難の無力化に成功しているといえるだろう。沖縄の伝統

的宗教儀礼に関する知識・情報から隔絶されている状況を逆手にとった、新

たな実践の可能性がここには見られるのである。

沖縄から遠く離れた地においてカミゴトの実践が試みられるとき、沖縄で

伝統的に行われてきた方法の継承は世代が下るとともにしだいに困難になっ

ていく。しかしその一方でさらに次の世代から、その不自由さを克服・超越

するような新たな方法が生み出される。そのような世代とともに再編成され、

変容していく実践方法のありように、沖縄から離れて試みられるカミゴトの

特殊性を見ることができるのである。

以上、比嘉母娘の語りをもとに、大阪市大正区においてカミゴトが実践さ

れる事例について考察を行ってきたが、この対象に取り組むうえでの課題は

いまだ多く残されている。比嘉母娘は、程度に差はあれ、両者ともカミゴト

を受容するまでの過程において沖縄出身のユタと目される人物から直接助言

や忠告を受け、沖縄シャーマニズムに関連する知識の枠組みを引き受けてき

た。母娘はこうしたユタたちに大阪で出会ったようであるが、その具体的な

人物像や大阪で接触するに至った経緯などについては現段階では明らかに

なっていない。今後はさらに多方面からの聞き取り調査を行い、沖縄と他地

域を結ぶユタの行き来やシャーマニズムに関する知識の経路について、より

詳細に検討していきたいと考える。
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［注］

1） 「シャーマン」いう語はもともと、シベリアのツングース社会において存在す
る呪術宗教者「シャマン」に由来する。当初はツングースの信仰現象のみをさ
す用語であったが、二十世紀以降世界各地から類似の現象が報告されるよ
うになると、それら全体を包括する普遍的な名称として学術用語化した［楠 
1982］。現在認知されている「シャーマン」の学術的定義としては、「人びとの求
めに応じてトランスと呼ばれる変性意識状態に入ったり“霊感”を駆使して、
神霊や精霊、祖先霊、死者霊などと交流しながら、占いや予言をしたり、災
いや病気の原因をさぐって祓いや治療儀礼をする特殊能力者とみなされてい
る人物」［大橋 2004：62］というような説明が適当であろう。本稿ではこの「シ
ャーマン」という語を、特定の地域の民俗的存在である「ユタ」をも包括する概
念として用いる。

2） 「ユタ」という名称には、沖縄の社会において歴史的に差別的な意味合いを付
与されてきた歴史がある。学術研究の場においても、差別語を学術用語とし
て用いることの不適切さは再三指摘されているが、沖縄においてユタと同一
あるいは類似の存在を指し示すのに使用される用語が、地域や差別感情の有
無などによってあまりに錯綜している状況から、対象の誤認を避けるために
やむなく「ユタ」の語が使用されてきたと考えられる。本稿でも「ユタ」という
名称を使用するが、差別的な意図があって用いるものではないことを確認し
ておきたい。

3） 「カミダーリィ」は、幻視、幻覚、幻聴、夢遊歩行、食欲不振、不定愁訴など、
心身のさまざまな不調が複合的に現れる症状である。沖縄固有のシャーマニ
ズムの意味世界の内部では、これは単なる病気としてではなく、神に仕える
べき特別な「ウマレ（生まれ）」であることを当人に知らせるために神や先祖が
発する警告として受け止められる［池上 1999：339］。

4） 大橋［1998：20-22］によれば、戦前ユタに触れた研究者はわずかで、伊波普猷
と佐喜真興英の名が挙げられる程度であるが、戦後ウィリアム・P・リーブラ
の『沖縄の宗教と社会構造』（1966）が発表されて以降、民俗学の見地から『沖縄
のシャマニズム』（1973）を発表した桜井徳太郎をはじめ、民族学や人類学、宗
教学等の諸分野で多くの研究者がこの対象に取り組んだ。

5） 大橋［1998］や森［2002］が行った研究は、ブラジルにおける沖縄出身者コミュ
ニティにみられるシャーマニズムの事例を調査した例として挙げられる。

6） ユタはそれぞれに自分自身が仕えるべき守護神を持っており、その守護神は
沖縄シャーマニズム世界における用語でチヂガミと呼ばれる［大橋 1998：25-
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26］。比嘉母娘はたびたび「神さん」と口にするが、それもこのチヂガミに類す
るものであろう。 

7） 真鍋［2005：88］や林［2006：57］によれば、沖縄出身の出稼ぎ労働者による本
土への流入が本格化したのは 1910～ 20年代のことである。特に世界恐慌期
の沖縄は、糖価が大暴落したことによって沖縄の主産業である黒糖が大打撃
を受け、「ソテツ地獄」と呼ばれる経済難に陥っていた。その影響で多くの人々
が県外に流出し、特に工業化が進んでいた大阪に労働者が集中した。彼らが
形成した集住地は、戦後にいたるまでそこで暮らす親戚・知人を頼って大阪
で出稼ぎ・就職しようと考える沖縄出身者たちの受け入れ先であり続けた。

8） 沖縄出身者たちからは「クブングヮー（窪地）」と呼ばれた［林 2006：57、上地 
2007：1］。

9） アジア・太平洋戦争中に大きな空襲被害を受けた大阪市では、戦後大阪港を
中心にした都市復興計画を構想した。被災市街地に広い道路や公園を配置す
るため大規模な区画整理事業が行われ、大阪港に面した大正区もその対象と
なった［上地 2007：3］。

10） 良枝さんが幼少期を過ごした 1950年代は、大阪市が戦後の都市復興計画の一
環として推進した土地区画整理事業が進行していく時期でもあった。大正区
はもともと土地が低く、たびたび水害に見舞われていたため、市は戦災関連
土地区画整理事業と抱き合わせにして大阪港周辺地域を二～三メートル嵩上
げする港湾地帯整備事業を実施した。その際、沖縄出身者が特に多く居住し
ていた北恩加島を中心とする当該地区の住民は、住居の移転を余儀なくされ
た。移転先は 1955年頃までは泉尾北村町、それ以降は嵩上げ工事が先に終了
していた南恩加島が主であった［大阪都市協会 1983：140、水内 2001：30］。
良枝さんが南恩加島に移転したのはまさにこの時期であり、北恩加島地区の
嵩上げ工事に際して立ち退くことになったための転居と考えられる。

11） かつて大正区でユタと目される人物が活動していた事例については、村上
［2010］の報告がある。

12） 『沖縄民俗辞典』［2008：58］では、沖縄において神仏や祖霊に供える食品とし
てウチャヌク（御茶の子）と呼ばれる餅や酒、ミハナ（御花）と呼ばれる米、果
物、ウサンミ（御三昧）と呼ばれる肉・かまぼこ・天ぷらなどが入った重箱料理、
餅を重箱に詰めたムチジュー（餅重）などが挙げられている。直子さんが「大正
来たら、言うたらやっぱりお餅、やな」と述べていることから、餅は大正区で
も比較的手に入りやすいと考えられるが、良枝さんは「そのお餅ですら今なく
なってんねん」と語っている。

13） 以下、（　）内は筆者による補足である。
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14） 真鍋［2005：93］によると、ちょうど沖縄の本土復帰が果たされた 1972年頃に
大正区の区画整理事業も完了しつつあり、区内の沖縄出身者やその子孫たち
の居住地は 1980～ 90年代を通じて平尾および小林に定着した。それに伴って、
沖縄出身者が多く暮らす平尾、小林などの地域に沖縄料理店や物産店などの
沖縄関連店舗が多く展開したという。真鍋はその後の動向として 90年代中盤
以降の沖縄ブームによって特に沖縄料理店が増加し続けている状況を報告し
ているが、十年以上前の論文であるためか、良枝さんが述べるような沖縄物
産店が消滅していく現状については言及していない。このような傾向は、真
鍋が調査を行った 2005年以降に急速に進行してきたものと考えられる。
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SUMMARY

The Transformation of Okinawa Shamanism in Taisho Ward, Osaka City:
Focusing on a Case of Religious Practice Called “Kamigoto”

Saho Noborio

Okinawan shaman, Yuta has been regarded as an important subject for the field 
of folklore studies, and many researchers went to Okinawa to study Yuta. However, 
individuals who have brought shamanic practices like Yuta to areas other than 
Okinawa have largely been ignored despite there being many Okinawan people who 
came to the Japanese mainland or overseas.    

In this paper, I focus on narratives by a mother and a daughter. They were born 
in Taisho Ward, Osaka City, as the second and the third generation of Osaka-
Okinawan. Both of them are particularly sensitive to the spirit world and do religious 
practice called “kamigoto” in Osaka. 

However, they are completely different from each other in the attitude to the 
tradition. The mother felt compelled to practice “kamigoto” in traditional methods 
even though she faced many difficulties in trying to do so. On the other hand, the 
daughter devised alternative methods that enabled to practice “kamigoto” more easily 
and inexpensively. 

When individuals who live in a distant area from Okinawa practice 
“kamigoto”, they often face various problems, such as economical burdens and lack 
of necessary goods. These problems inevitably affect how “kamigoto” is performed, 
but such transformations of this tradition can bring relief to individuals who regard it 
as a burden.




